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４．実験結果 

（１）実験① 

・火皿：φ３cm×２個（14.2cm2） 

 ・電解液  20g×2＝40g 

 ・ポンプ吸引量：30L/min 

測定時間（ポンプ吸引後） 1分 5分 10分 15分 20分 

1次側HF濃度（ppm） 
測定値 2.5 25 30 35 35 

湿度補正値 2.5 45 55 65 65 

2次側HF濃度（ppm） 
測定値 0 0 0 0 10 

湿度補正値 0 0 0 0 12.5 

 ・湿度88～90%として補正 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２．実験①（吸引量30L/min） 

（２）実験② 

・火皿：φ３cm×２個（14.2cm2） 

 ・電解液  20g×2＝40g 

 ・ポンプ吸引量：20L/min  

測定時間（ポンプ吸引後） 1分 5分 10分 15分 20分 

1次側HF濃度（ppm） 
測定値 15 65 85 75 55 

湿度補正値 21 (100) (137) (120) 89 

2次側HF濃度（ppm） 
測定値 0 0 0 0 2.5 

湿度補正値 0 0 0 0 2.5 

 ・湿度76～79％として補正 

 ・HF濃度（湿度補正値）で100ppm以上は検知管の測定範囲外のため概算値とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３．実験②（吸引量20L/min） 
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５．まとめ 

燃焼ガスの吸引量を30L/minと20L/minでマスク２次側のフッ化水素濃度を測定した結果、それぞれ

吸引開始から15分までは０ppm、その後20分経過時で吸引量30L/minでは12.5ppm、吸引量20L/minで

は2.5ppmとなった。 

 

【備考】 

 フッ化水素（ガス）暴露に関して 

  ・許容濃度：最大許容濃度3ppm、2.5 mg/m3（皮） － 日本産衛学会（2021年版） 

 ・管理濃度：0.5 ppm － 日本産衛学会 

 ・TLV-TWA※：0.5 ppm － ACGIH（2022年版） 

   ※：１日８時間、週40時間の作業に対し有害な影響を及ぼさない時間加重平均濃度 

 

 

－以 上－ 




